
平成１４年１１月１５日号　４

十
二
月
一
日
�
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。
こ
れ
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
構
）
が
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防

止
と
患
者
や
感
染
者
へ
の
差
別
・
偏

見
の
解
消
を
目
的
に
、
一
九
八
八
年

に
提
唱
し
た
こ
と
が
始
ま
り
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
�「
エ
イ
ズ
」
目
を
そ
ら

さ
な
い
で
考
え
て
み
よ
う
！
�で
す
。

現
在
の
患
者
や
感
染
者
数
は
左
表

の
と
お
り
。と
も
に
増
え
て
い
ま
す
。

□
エ
イ
ズ
啓
発
活
動

日
時
＝
11
月
29
日
�
〜
12
月
４
日
�
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
市

役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
　
内
容
＝
エ

イ
ズ
啓
発
パ
ネ
ル
や
デ
ザ
イ
ン
協
会

所
属
会
員
制
作
の
ポ
ス
タ
ー
、
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
（
エ
イ
ズ
に
苦
し

む
人
々
へ
の
理
解
と
支
援
の
シ
ン
ボ

ル
）
の
展
示
、
健
康
相
談
な
ど
を
行

い
、
エ
イ
ズ
の
理
解
と
差
別
・
偏
見

を
解
消

□
学
校
で
の
活
動

学
校
で
は
、
平
成
八
年
か
ら
三
カ

年
の
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
の

指
定
を
受
け
、
そ
の
成
果
を
基
に
学

校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
性
教
育
（
エ
イ
ズ
予

防
教
育
）
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
、
学
校
便
り
、

学
校
保
健
委
員
会
で
エ
イ
ズ
を
取
り

上
げ
た
り
、
エ
イ
ズ
の
講
演
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
し
て
、

家
庭
へ
も
働
き
掛
け
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
保
護
者
向
け
「
エ
イ
ズ
の
知

識
Ｑ
＆
Ａ
」
を
作
成
し
、
小
学
校
一

年
生
の
保
護
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

□
エ
イ
ズ
相
談

日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
　
会
場
＝
前
橋

保
健
福
祉
事
務
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
面
接
・
電
話
相
談

□
エ
イ
ズ
検
査

前
橋
保
健
福
祉
事
務
所
や
各
医
療

機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
希
望

者
は
、
感
染
の
機
会
が
あ
っ
た
と
き

か
ら
三
カ
月
後
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
特
別
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

日
時
＝
11
月
26
日
・
12
月
３
日
�
、

午
後
６
時
〜
７
時
　
会
場
＝
前
橋
保

健
福
祉
事
務
所
　
申
し
込
み
＝
前
日

ま
で
に
同
事
務
所
へ

○
…
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー

�
２
２
３
―
８
８
４
４
、
学
校
指
導

課
�
８
９
０
―
５
８
６
２
、
前
橋
保

健
福
祉
事
務
所
�
２
３
１
―
７
７
２

１
へ
。

な
く
そ
う
誤
解
や
偏
見

七
億
円
、
合
わ
せ
て
三
十
六
億
八
千

七
百
万
円
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
た
め
に
一
世

帯
当
た
り
年
間
約
三
万
四
千
円
掛
か

っ
て
い
る
計
算
で
す
。
な
お
、
こ
の

経
費
に
は
収
集
す
る
職
員
の
人
件
費

や
委
託
料
、
焼
却
す
る
際
の
薬
剤
費

や
施
設
・
機
械
の
減
価
償
却
費
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
十
三
年
度
か
ら
十

四
年
度
の
二
カ
年
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
削
減
対
策
事
業
に
四
十
八
億
円
、

現
在
建
設
を
進
め
て
い
る
荻
窪
最
終

要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
可
燃
ゴ
ミ
の
約
半

分
を
占
め
る
紙
類
に
つ
い
て
は
、

有
価
物
集
団
回
収（
資
源
回
収
）を

利
用
し
、
排
出
量
を
一
○
％
減
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
約
一
億
二

千
万
円
削
減
で
き
ま
す
。
買
い
過

ぎ
、
作
り
過
ぎ
を
な
く
し
、
野
菜

の
残
り
物
を
上
手
に
使
い
切
る
な

ど
、「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
心
掛

け
る
こ
と
で
、
生
ゴ
ミ
の
減
量
も
。

ま
た
、
ゴ
ミ
を
「
燃
や
す
・
埋

め
る
」
と
い
っ
た
処
理
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
ゴ
ミ
を
再
資
源
化
す
る
こ
と
で
、

循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な
く
て
は

効
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
快
適
な

環
境
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
大
切
で

す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
清
掃
業
務
課

�
８
９
０
―
６
２
７
３
、
財
政
課

�
８
９
０
―
６
５
４
２
へ
。

今
回
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
本
市
の
ゴ
ミ
の
量
と
そ
の
処
理

に
掛
か
る
経
費

平
成
十
三
年
度
の
一
年
間
に
六

供
、
亀
泉
、
荻
窪
の
各
清
掃
工
場

に
運
び
込
ま
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、

約
十
一
万
四
千
�
。
こ
れ
は
市
役

所
庁
舎
に
換
算
す
る
と
約
四
・
五

杯
分
で
す
。
こ
の
処
理
経
費
は
左

図
の
と
お
り
で
、
ゴ
ミ
の
収
集
や

運
搬
に
十
二
億
円
、
焼
却
に
十
六

億
円
、
不
燃
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
に

ざいせい ざいせい 
分かりやすい 

5

一
世
帯
年
間
３
万
４，０００
円
掛
か
っ
て
い
ま
す

処
分
場
施
設
整
備
事
業
に

七
十
五
億
円
の
経
費
が
掛

か
っ
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
手
数
料
な
ど

の
「
特
定
財
源
」
か
ら
四

億
五
千
八
百
万
円
。
皆
さ

ん
が
納
め
て
い
る
市
税
な

ど
「
一
般
財
源
」
か
ら
三

十
二
億
二
千
九
百
万
円
が

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
経
費
を
削
減
す
る
に
は

こ
の
経
費
を
削
減
す
る

に
は
、
皆
さ
ん
が
意
識
し

て
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
必

感染理由 日本国内（人） 群馬県（人）

エイズ患者・感染者数（平成14年６月末現在）
※血液凝固因子製剤での感染は除く

異性間の性的接触 3,169 80

同性間の性的接触 2,153 7

注射器の共用 44 3

母子感染 41 0

その他・不明 1,779 32

合　　計 7,186 122

一般財源 
（市税など） 

�－�32億2,900万円 

一般財源 
（市税など） 

�－�32億2,900万円 

特定財源 
� 4億5,800万円 

　　ゴミ収集、焼却、埋立処理 
（衛生費　清掃費） 
� 36億8,700万円 

歳出 歳入 

※３月末の世帯数　107,583　世帯 � 
　一世帯当たり　34,271（�÷�）  円を負担　 

搬入ゴミ 
処理手数 
料 

4億3,400万円 

2,400万円 その他 

収集運搬  12億7,200万円 

ゴミ焼却    16億5,100万円 

埋立処理    1億5,000万円 

 6億1,400万円 不燃ゴミ 
処理 


